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  教育委員の役割と責任  

                   ２期８年目の教育委員を務めさせて頂いています。過ぎてみれば早いような気も致

しますが、ここ１年ばかり体調不良に見舞われるようになりました。体には多少の自信

を持っておりましたが「寄る年波には勝てぬ」とつくづく思う今日この頃です。 

さて、8 年間を振り返ってみますと様々なことが浮かんできます。生涯学習体系から 

見ていけば、「生涯学習都市宣言」があり、乳幼児期では、保育園と幼稚園を融合さ

せた「こども園」の創設、「中野方こども園」園舎の新設、「吉田こども園」の閉園と「明

智 智こども園へ の統合、「おさしま・二葉こども園」の統合新設への動きなど大きな展開         

111.がありました。 

義務教育期では、「吉田小学校」の廃校と「明智小学校」への統合、南地区 5 中学校統合への検討そして推進

に係る答申がありました。この件については、より市民の皆様に理解が頂けるよう具体的な検討を進めているとこ

ろです。そして、全体を通して大きかったことの一つは「岐阜国体」がありました。恵那市では｢スピードスケート｣

｢弓道｣大会が開かれ、全国の精鋭が競い合う姿に感動と手に汗握る興奮を昨日のことのように覚えています。 

最後に、教育行政では「中立性」｢安定性｣｢継続性｣が常に求められています。その上で、学校教育に関わる機

会が多かった立場から敢えて言えば、主な事務事業の中には｢継続性｣へ向けて、新たな視点から｢見直し｣が必

要な事業もあると考えています。 

明日の教育行政の発展のために、委員として務めを果たしてまいりたいと思います。 
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本年度で８回目となる恵那市議会総務文教委員と教育

委員の語る会を平成２９年１０月３日に開催しました。 

自由討論形式で、教育行政について、５つのテーマにつ

いて意見交換しました。テーマは①学校統合問題、②小中

学校の学力、③教職員の勤務状況、④郷土愛を育てる教

育（学校における伝統文化教育のあり方）、⑤中学校のク

ラブ活動状況について、現状を事務局より説明をしました。 

総務文教委員から、中学校統合は今まで検討されてき

た経緯、成り行きを市民に伝える必要があるのではないか。

良い教育環境で生徒を育てたいということは理解している。

郷土愛については、地域を交えて郷土愛、母校愛を大事に

する教育をしてほしい。また、教員の多忙化による病気休暇を心配される声がありました。 

教育委員からは少子化に伴う教育環境を整備することは優先に行っていかなければいけない。また教員の授

業力の向上のために、各学校で努力して見えるなど活発な意見交換が行われました。 

恵那市教育委員会 教育総務課 

℡（0573-26-2111） 

 
井口道雄委員 



 

第６９回岐阜県教育功労者表彰受賞          * * * 学校教育課 * * *  

  

平成２９年８月２４日（木）に岐阜県美術館において、第６９回岐阜県教育功労者表彰の授賞式が行わ

れました。 

恵那市からは、長年にわたり市内の各こども園や小・中学校において学校保健事業にご尽力いただいた

５名の方々が岐阜県教育委員会より表彰されました。 

以下、表彰された方々です。 

 〇近藤良三氏（医師 十全堂医院 中野方町） 

 〇江口基子氏（医師 大湫病院付属恵那診療所 大井町） 

 〇五島晴夫氏（歯科医師 ゴシマ歯科医院 大井町） 

 〇安藤彰悟氏（歯科医師 恵那市国保山岡診療所歯科 可児市） 

 〇奥村昌彦氏（薬剤師 ダルマ薬局 長島町） 

受賞おめでとうございます。今後とも学校保健にお力添えいただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

スポンサー協定で毎週金曜日の観覧料が無料に！   * * * 中山道広重美術館 * * * 

 

中山道広重美術館は開館 16 周年を迎えました。ここ数年は当館を訪れる海外からのお客さまも増え、世界的

な浮世絵ブームを感じます。今や当館の入館者の１割は、海外からのお客さまです。 
当館ではほぼ毎月展示替えを行い、テーマに沿ってさまざまな角度から浮世絵の魅力、広重の魅力をお客さま

にご紹介してきました。企画展の他、版画の重ね摺り制作が大変人気で、見るだけではなく実際に浮世絵摺りの

行程を体験することができます。（無料、ただし観覧料は必要） 
また、株式会社銀の森コーポレーションさま、木曽路物産株式会社さま、株式会社サラダコスモさまとスポン

サー協定締結をしたことで、ことし 10 月から 1 年間、毎週金曜日がどなたでも観覧無料になる「フリーフラ

イデー」が始まりました。文化芸術に触れる機会を増やし、身近な存在としていただけるよう、今後、課外授業

などでもご活用いただきたいと願っています。 

【展覧会のご案内】 

愛でたい富士山 12.14（木）～2018.1.21（日） 
 

日本の象徴として、今も昔も親しまれている富士山は、浮世絵にも登場します。 
新春の寿ぎにふさわしい、華やかな錦絵に表された富士山をお楽しみください。 
 

開館時間：午前 9 時 30 分～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで） 
観 覧 料：大人 510 円（20 名以上は 410 円）   

※18 歳以下及び 
障がい者手帳をお持ちの方ご本人と付き添いの方１名は無料 

■毎月第 1 日曜日は「市民の日」恵那市民は観覧無料 
■毎週金曜日はフリーフライデー（観覧無料） 
 

                     歌川広重「不二三十六景 東都青山」 
＊友の会会員、美術館ボランティア募集中/公式 HP、Twitter、Facebook で情報発信中です。 

 

近藤良三氏 江口基子氏 五島晴夫氏 安藤彰悟氏 奥村昌彦氏 


